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昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

一
月

・
各
消
防
署
員　

南
方
占
領
地
へ
派
遣　

現
地
人
の
教
育
担
当

・
警
視
庁　

街
頭
易
者
四
〇
〇
〇
人
の
規
制
に

・
東
京
の
国
民
学
校　

味
噌
汁
給
食
開
始

・
戦
時
官
吏
服
務
令
公
布

・
新
防
空
法
公
布

・
建
物
疎
開
に
強
権
発
動

・
学
徒
動
員
は
年
間
四
ヶ
月
継
続
と
決
定

・
主
要
都
市
で
疎
開
状
況
調
査
申
告
書
配
布

・
軍
需
省　

電
力
制
限
実
施　

最
高
四
〇
％

・
大
本
営　

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
命
令

・
一
五
〇
社
が
軍
需
会
社
に
（
第
一
次
）

・
総
合
雑
誌
が
『
公
論
』
な
ど
の
三
誌
に
統
合

・
新
丸
ビ
ル
建
設
工
事
中
断

・
航
空
工
業
会
設
立

・
一
四
歳 

～ 

二
五
歳
の
未
婚
女
性　

軍
需
工
場
へ
派
遣

・
全
国
温
泉
旅
館
が
厚
生
寮
に
衣
替
え

・
鉄
道
運
賃
値
上
げ

・
西
瓜
、
メ
ロ
ン
な
ど
生
産
禁
止

・
大
本
営　

大
陸
打
通
作
戦
を
命
令

・
内
務
省　

東
京　

名
古
屋
に
初
の
建
物
疎
開
を
命
令

・
鐘
淵
工
業
（
株
）
設
立

・
ラ
バ
ウ
ル
の
兵
士
間
で
「
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
」
が
大
流
行

・『
中
央
公
論
』『
改
造
』
の
編
集
者　

治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
（
横
浜
事
件
）　

特
高
に
よ
る
言
論
弾
圧

二
月

・
国
技
館　

軍
に
接
収
さ
れ
る

・
都
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
、
喫
茶
店
が
雑
炊
食
堂
に
。
雑
炊
一
杯
三
〇
銭　

・
有
効
期
間
二
年
の
新
衣
料
切
符
発
行

・
朝
鮮
総
督
府　

国
民
徴
用
令
発
動
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・
百
貨
店　

開
店
を
三
〇 

～ 

六
〇
分
遅
ら
せ
る

・
愛
国
イ
ロ
ハ
カ
ル
タ
売
出
し

・
女
学
生
の
戦
時
服
制
定

・
天
皇　

陸
海
軍
の
主
張
対
立
を
憂
慮

　
「
陸
海
軍
の
首
脳
部
が
遂
に
意
見
一
致
せ
ず
、
惹
て
は
政
変
を
起
す
が
如
き
こ
と
が
あ
っ
て
は
国
民

　

は
そ
れ
こ
そ
失
望
…
… 

」
と
（『
木
戸
幸
一
日
記
』
下
巻
よ
り
）

・
後
楽
園
で
木
下
サ
ー
カ
ス　

大
人
一
円
八
〇
銭　

小
人
七
五
銭

・
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
の
守
備
隊
六
八
〇
〇
人
玉
砕

・
明
治
製
菓　

東
宝
映
画
館
な
ど
立
ち
退
き
開
始

・
間
接
税
引
き
上
げ　

五
円
以
上
の
食
事
に
八
割
課
税

・
中
学
四
年
制
に
く
り
上
げ

・
義
務
教
育　

満
一
二
歳
迄
に
引
き
下
げ
決
定

・
軍
人
、
官
吏
は
無
試
験
で
中
学
教
員
に

・
青
年
師
範
学
校
設
立

・
ア
メ
リ
カ　

ト
ラ
ッ
ク
島
空
襲　

日
本
は
戦
艦
四
三
隻
、
航
空
機
二
七
〇
機
の
損
失

・
東
条
内
閣
改
造　

蔵
相
は
石
橋
荘
太
郎
、
農
商
相
に
内
田
信
也

・
男
子
一
二
歳 

～ 

六
〇
歳　

女
子
一
二
歳 

～ 

四
〇
歳　

国
民
登
録

・
二
十
日
は
海
軍
航
空
隊
の
日

・
東
条
首
相　

陸
相
と
参
謀
総
長
を
兼
任

・
空
家
は
す
べ
て
届
出
必
要

・
都
心
交
通
渋
滞
で
時
差
出
勤

・
ア
メ
リ
カ　

サ
イ
パ
ン
島
、
テ
ニ
ア
ン
島
空
襲

・
毎
日
新
聞
「
竹
槍
で
は
間
に
合
わ
ぬ
。
飛
行
機
だ
」
の
記
事
で
発
禁
差
押
え　

記
者
は
召
集
、
編
集

　

幹
部
は
辞
職

・
文
部
省　

食
糧
増
産
に
学
徒
五
〇
〇
万
人
動
員
を
通
達

・
呉
海
軍
工
廠
で
人
間
魚
雷
試
作

・
ラ
バ
ウ
ル
方
面
の
艦
船
、
飛
行
機
大
打
撃
を
受
け
、
戦
死
者
一
三
万
人
に

・
大
都
市
の
一
九
劇
場
閉
鎖
決
定

三
月

・
都
内
の
配
給　

三
日
お
き
に
ネ
ギ
三
本
、
五
日
に
一
度
、
魚
ひ
と
切
れ

・
国
民
職
業
指
導
所
が
国
民
勤
労
動
員
署
に

・
砂
糖
の
配
給
停
止

・
東
京
の
大
衆
食
堂　

外
食
券
専
用
食
堂
に
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・
都
内
の
酒
店
、
バ
ー
、
カ
フ
ェ
閉
鎖

・
全
国
の
新
聞
夕
刊
廃
止　

朝
刊
二
頁
に

・
二
五
歳
未
満
の
未
婚
者　

工
場
へ
派
遣

・
国
民
学
校
学
童
給
食
決
定

・
学
徒
勤
労
動
員
通
年
実
施
決
定

・
宝
塚
歌
劇
団　

四
日
が
最
後
の
公
演
で
観
客
殺
到

・
消
防
ポ
ン
プ
車
供
出
命
令

・
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
開
始

・
岩
手
県
宮
古　

豪
雪
で
死
者
一
六
四
人

・
上
野
不
忍
池
が
水
田
に

・
集
金
、
改
札
係
な
ど
就
業
禁
止　

転
職
者
激
増
す
る
も
好
み
に
合
っ
た
就
職
困
難

・
カ
ナ
ダ
に
抑
留
中
の
日
系
人
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
米
誌
「
タ
イ
ム
」
が
報
道

・
高
等
師
範
学
校　

三
校
増
設

・
国
民
学
校
卒
の
工
場
就
職
者
八
一
七
人　

秋
田
か
ら
上
京

・
主
要
炭
坑　

軍
需
会
社
に

・
横
浜
、
名
古
屋
な
ど
の
高
等
商
業
を
工
業
専
門
校
に
変
換

・
日
ソ
漁
業
協
定　

五
年
間
延
長

・
日
ソ
間
で
北
樺
太
の
石
油
・
石
炭
の
利
権
移
譲
協
定
締
結

・
ア
メ
リ
カ　

パ
ラ
オ
を
空
襲

・
三
菱
、
明
治
が
合
併
し
、
東
京
海
上
火
災
保
険
（
株
）
設
立

・
水
豊
ダ
ム
完
成

・
松
竹
少
女
歌
劇
団
解
散　

芸
能
女
子
挺
身
隊
結
成

・
連
合
艦
隊
司
令
長
官
古
賀
峯
一
の
消
息
不
明
（
四
月
五
日
戦
死
と
発
表
）

四
月

・
義
務
教
育
年
限
一
二
歳
に
引
き
下
げ

・
一
〇
〇
㎞
以
上
の
旅
行
は
警
察
の
証
明
書
が
必
要

・
寝
台
、
食
堂
車
、
一
等
車
廃
止　

急
行
削
減
。
パ
ン
や
湯
茶
の
車
内
立
ち
売
り
営
業

・
六
大
都
市
の
国
民
学
校
で
一
食
七
勺
の
給
食
開
始

・
六
大
都
市
の
銀
行
当
座
預
金　

無
利
息
に

・
ギ
タ
ー
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
楽
器
大
幅
に
禁
止

・
ハ
ガ
キ
三
銭　

封
書
七
銭
に
値
上
げ　

料
金
後
納
制
採
用

・
映
画
上
映
時
間
を
一
時
間
四
〇
分
に
制
限　

平
日
三
回
、
日
曜
日
四
回
上
映

・
全
国
の
出
版
社　

大
幅
に
統
合
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・
一
八
歳
未
満
の
女
子
挺
身
隊
の
月
収
は
五
三
円
前
後

・
玄
米
粥
や
野
菜
入
り
雑
炊
食
堂
増
加

・
日
銀
貸
出
利
率　

従
来
の
高
率
適
用
廃
止

・
薬
局
の
売
薬
一
五
品
目
四
五
種
に
整
理

・
駐
ソ
連
大
使　

独
ソ
和
平
斡
旋
使
節
の
派
遣
を
申
し
入
れ　

ソ
連
拒
否

・
巡
査
の
採
用
年
齢
一
八
歳
に
引
き
下
げ

・
食
糧
増
産
の
た
め
御
料
地
開
放

・
都
市
居
住
者　

身
元
票
携
帯
義
務

・
都
内
幼
稚
園　

無
期
限
休
園

・
米
穀
供
出
報
奨
制
決
定

・
牧
師
が
高
等
女
学
校
で
聖
書
の
講
義
を
し
て
拘
引

・
愛
知
化
学
工
業
（
株
）
な
ど
四
二
〇
余
社
が
軍
需
工
場
に
（
第
二
次
）

・
志
賀
潔
ら
六
名
に
文
化
勲
章

・
特
殊
兵
器
の
「
回
天
」「
震
洋
」
完
成

五
月

・
全
学
校
で
野
球
、
庭
球
禁
止

・
輸
入
税
の
免
除
等
に
関
す
る
件
公
布

・
運
転
者
不
足
深
刻　

普
通
車
免
許
取
得
を
一
五
歳
に
引
き
下
げ

・
国
民
酒
場
開
場　

一
人
ビ
ー
ル
一
本
か
酒
一
合
販
売　

求
め
る
人
が
長
蛇
の
行
列

・
名
古
屋
で
初
の
国
鉄
女
車
掌

・
富
山
県
砺
波
村
大
火　

焼
失
二
七
〇
余
戸

・
国
技
館
が
風
船
爆
弾
工
場
に　

大
相
撲
夏
場
所
は
後
楽
園
球
場
で
興
行

・
女
学
校
の
工
場
化
が
進
む

・
女
子
挺
身
隊
参
加
低
調
で
警
視
庁
が
再
督
促

・
宮
本
武
蔵
三
百
年
祭　

岡
山
市
で
開
催

・
一
三
道
府
県
に
非
常
警
備
隊
設
置

・
ア
ッ
ツ
島
の
日
本
兵
玉
砕

・
自
家
用
塩
製
造
は
届
出
制

・
二
十
四
日
付
の
古
川
緑
波
の
日
記

　
「
鍬
を
も
っ
て
農
場
へ
勤
労
奉
仕
に
出
か
け
る
。
国
民
学
校
の
生
徒
が
来
る
の
を
待
ち
な
が
ら
、

　

谷
崎
潤
一
郎
の
『
痴
人
の
愛
』
を
読
ん
だ
」
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・
健
康
保
険
法　

厚
生
年
金
保
険
法
公
布

・
全
国
保
健
所
の
統
合
整
理

六
月

・
近
畿
日
本
鉄
道
（
株
）
設
立

・
文
部
省
に
統
計
数
理
研
究
所
設
立

・
連
合
軍　

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸

・
大
日
本
言
論
報
国
会　

ヒ
ト
ラ
ー
に
激
励
電
報

・
空
襲
警
報
中
と
解
除
後
一
定
時　

電
話
使
用
禁
止

・
米
機
四
七
機　

八
幡
製
鉄
所
爆
撃

・
ア
メ
リ
カ　

サ
イ
パ
ン
島
上
陸

・
岡
田
啓
介
大
将　

島
田
海
相
に
辞
職
勧
告

・
防
空
頭
巾
、
三
角
巾
常
備　

胸
に
本
籍
、
氏
名
な
ど
の
名
札
強
制

・
米
穀
供
出
割
当
を
生
産
者
に
一
元
化　

小
作
米
は
自
家
用
を
除
い
て
代
金
納
制
に

・
ア
メ
リ
カ
副
大
統
領　

蒋
介
石
と
会
談

・
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦　

海
軍
航
空
隊
大
打
撃

・
戦
災
時
の
預
貯
金
支
払
い
応
急
資
金
供
給
対
策
発
表

・
北
海
道
洞
爺
湖
畔
で
大
噴
火　

昭
和
新
山

・
各
種
の
下
駄
を
七
種
に
整
理　

価
格
も
統
制

・
学
徒
動
員
令　

女
子
挺
身
勤
労
令
公
布

・
初
等
科
児
童
の
集
団
疎
開
促
進
決
定

・
木
材
、
薪
炭
生
産
令
公
布

・
海
軍
電
波
実
験
所
開
設

・
魚
眼
に
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
で
ア
メ
型
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
強
壮
剤
製
造

・
一
〇
円
札
の
印
刷
開
始

・
大
審
院　

不
敬
罪
に
問
わ
れ
た
尾
崎
行
雄
に
無
罪
判
決

七
月

・
大
本
営　

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
中
止
を
命
令

・
沖
縄
の
老
幼
婦
女
学
童
八
万
人
を
本
土
へ
、
二
万
人
を
台
湾
へ

・
サ
イ
パ
ン
島
玉
砕　

守
備
隊
三
万 

～ 

四
万
人
、
一
般
住
民
一
万
人
が
各
々
自
決

・
国
民
学
校
高
等
科　

中
学
低
学
年
も
学
徒
動
員
決
定
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・
江
戸
時
代
か
ら
伐
採
禁
止
が
続
い
た
都
有
林
五
〇
〇
〇
町
歩
の
伐
採
決
定

・
十
七
日　

米
内
光
政
入
閣
拒
否

・
十
八
日　

東
条
内
閣
総
辞
職

・
中
央
公
論
社
、
改
造
社　

廃
業
を
強
い
ら
れ
て
、
両
社
月
末
解
散　

戦
時
下
国
民
の
思
想
指
導
上
許

　

し
難
い
事
実
が
あ
る
と
さ
れ
た

・
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
未
遂
事
件
発
生

・
二
十
二
日　

小
磯
国
昭
陸
軍
大
将
内
閣
成
立

・
ア
メ
リ
カ
軍　

グ
ア
ム
島
上
陸　

続
い
て
テ
ニ
ア
ン
島
上
陸

・
寿
屋　

軍
用
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
醸
造
開
始

・「
造
言
蜚
言
」
は
懲
役
一
年
の
実
刑
判
決

・
一
〇
〇
〇
余
の
保
育
機
関
が
一
〇
万
円
近
く
海
軍
省
に
献
金

・
こ
の
年　

都
の
小
学
校
三
年
以
上
の
児
童
三
〇
〇
余
人
が
山
梨
、
福
島
へ
疎
開

八
月

・
砂
糖
の
配
給
停
止

・
帝
国
銀
行　

一
五
銀
行
合
併　

以
後
銀
行
の
合
併
が
続
く

・
都
で
は
木
炭
の
代
り
に
草
炭
を
配
給

・
撮
影
禁
止
区
域
が
拡
大

・
テ
ニ
ア
ン
島
の
日
本
軍　

約
八
〇
〇
〇
人
玉
砕

・
都
の
学
童
集
団
疎
開　

初
の
一
九
八
人
が
上
野
を
出
発

・
最
高
戦
争
指
導
会
議
設
置

・
一
億
国
民
総
武
装
決
定　

竹
槍
訓
練
奨
励

・
ア
メ
リ
カ
週
刊
誌
『
タ
イ
ム
』
が
、
サ
イ
パ
ン
島
で
の
日
本
軍
の
自
決
を
「
不
可
解
神
秘
的
行
為
」　

　

と
報
道

・
軍
事
上
の
理
由
で
鎌
倉
の
海
水
浴
禁
止

・
緒
方
竹
虎
情
報
局
総
裁
「
圧
戦
気
分
は
新
聞
が
事
実
を
書
か
な
い
こ
と
に
起
因
」
と
批
判

・
グ
ア
ム
島
の
日
本
兵
一
万
八
〇
〇
〇
余
人
玉
砕

・
軍
需
省　

兵
器
用
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
買
上
げ
開
始

・
国
鉄　

不
要
不
急
の
地
方
線
を
休
止

・
京
成
電
鉄　

初
の
女
性
運
転
士
三
人
採
用

・
ト
ラ
ッ
ク
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
一
個
に

・
都
は
理
容
組
合
に
よ
り
頭
髪
を
回
収　

防
音
防
寒
用
フ
ェ
ル
ト
な
ど
の
化
学
原
料
に

・
Ｂ
29
大
挙
し
て
九
州
北
部
、
中
国
地
方
西
部
来
襲

・
沖
縄
か
ら
の
疎
開
船　

ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
に
よ
り
沈
没　

死
者　

学
童
を
含
む
一
五
〇
〇
余
人
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・
学
徒
勤
労
令
公
布　

大
学
、
高
専
二
年
以
上
の
理
系
一
〇
〇
〇
人
の
み
除
外

・
一
二
歳 

～ 

三
二
歳
の
未
婚
女
子
出
動
開
始

・
向
田
邦
子
は
『
襞
』
の
中
で
、

　
「
私
た
ち
女
学
生
は　

も
ん
ぺ
は
い
て
、
明
日
の
命
も
知
れ
な
い
と
い
う
の
に
、
箸
が
こ
ろ
ん
で
も

　

笑
っ
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。

・
鹿
児
島
県
花
岡
鉱
山
で
中
国
人
強
制
労
働

・
東
京
、
大
阪
、
防
空
備
蓄
米
五
日
分
特
別
配
給

・
新
兵
器
研
究
中
事
故
死
し
た
京
大
助
手
に
「
助
教
授
」
と
「
博
士
号
」
を
贈
る

・
ド
イ
ツ
軍
降
伏　

連
合
軍
パ
リ
入
城

・
重
光
外
相　

ド
イ
ツ
大
使
に
独
ソ
和
平
斡
旋
を
提
議
す
る
も
ド
イ
ツ
は
拒
否

・
官
庁　

第
一
・
第
三
日
曜
日
出
勤
決
定

・
雑
誌
、
書
籍　

Ａ
５
、
Ａ
６
、
Ｂ
５
、
Ｂ
６
判
の
四
種
に
制
限

・
台
湾　

徴
兵
制
実
施

九
月

・
唯
物
論
の
戸
坂
潤　

入
獄

・
日
産　

日
産
重
工
業
と
改
称

・
高
野
山
電
鉄
事
故　

死
者
約
一
五
〇
人

・
汽
車
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
家
財
輸
送
禁
止

・
対
ソ
特
派
員
使
節
派
遣
決
定

・
臨
時
軽
金
属
増
産
対
策
本
部
設
置

・
プ
ロ
野
球
休
止　

大
相
撲
は
継
続

・
第
八
五
回
臨
時
国
会
召
集

・
中
国
雲
南
の
二
ヶ
所
で
約
三
〇
〇
〇
人
玉
砕

・
騰
越
で
約
一
五
〇
〇
人
玉
砕

・
警
視
庁　

国
会
議
事
堂
展
望
台
を
防
空
警
戒
用
に
利
用

・
日
本
勧
銀
な
ど
五
銀
行
合
併

・
ア
メ
リ
カ　

マ
ニ
ラ
方
面
空
襲

・
フ
ィ
リ
ピ
ン　

米
英
に
宣
戦
布
告

・
七
帝
大
に
六
ヶ
月
の
研
究
補
助
技
術
員
養
成
所
設
立

・
早
大
卒
業
式　

出
陣
学
徒
が
軍
服
で
出
席
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・
五
銭
、
一
〇
銭
の
少
額
紙
幣
発
行
決
定

・
一
月
か
ら
九
月
迄
の
疎
開
者
約
一
〇
〇
万
人　

う
ち
約
四
割
が
学
童

・「
人
間
魚
雷　

回
天
」「
人
間
魚
雷　

伏
竜
」「
人
間
ロ
ケ
ッ
ト
弾　

櫻
花
」「
自
爆
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

　

震
洋
」
な
ど
製
造
（
注
）

・
三
日
が
か
り
で
ア
メ
リ
カ
上
空
に
達
す
る
風
船
爆
弾
が
飛
び
立
つ

・
仏
教
・
神
道
関
係
者　

三
〇
万
人
の
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
結
成

十
月

・
警
視
庁
に
帝
都
防
空
本
部
を
設
置

・
長
期
貯
蓄
の
期
限
前
払
戻
制
実
施

・
近
畿
以
東
に
台
風　

死
者
不
明
一
〇
〇
余
人

・
ア
メ
リ
カ　

沖
縄
を
初
空
襲

・
客
車
削
減　

特
急
全
廃　

貨
車
は
増
発

・
台
湾
沖
航
空
戦

・
忠
犬
ハ
チ
公
の
銅
像
供
出

・
満
一
七
歳
以
上　

兵
役
編
入

・
白
金
強
制
買
上
げ
開
始

・
ハ
ガ
キ　

切
手
不
足
で
貯
め
て
贈
り
物
に
す
る
ケ
ー
ス
増
加

・
吉
田
宙
三
ら
白
ネ
ズ
ミ
の
悪
性
腫
瘍
を
発
見

・
石
油
に
代
る
松
根
油
増
産
対
策
を
練
る

・
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
海
軍
ほ
ぼ
全
滅　

戦
艦
「
武
蔵
」
も
「
帰
ら
ぬ
神
風
特
攻
隊
」
相
次
ぎ
出
撃

・
五
銭
、
一
〇
銭
紙
幣　

来
月
か
ら
発
行　

硬
貨
は
軍
需
資
材

・
Ｂ
29
約
一
〇
〇
機　

北
九
州
を
空
襲

・
東
京
、
横
浜
な
ど
ガ
ス
会
社
三
社
合
併

・
た
ば
こ
十
一
月
か
ら
配
給
制
に
な
る
た
め
、
都
内
に
一
㎞
の
行
列
が
で
き
る

・
陸
軍
少
年
兵
採
用
試
験

十
一
月

・
内
閣
に
総
合
計
画
局
を
設
置

・
Ｂ
29　

東
京
を
初
偵
察

・
た
ば
こ　

隣
組
で
配
給
制　

男
一
日
六
本

・
大
日
本
技
術
会
結
成



383 ー 昭和 19 年 ー（1944） 382

・
鹿
島
灘
な
ど
か
ら
風
船
爆
弾
九
三
〇
〇
発
飛
行
開
始

・
東
京
女
学
院
四
年
生
全
員　

火
薬
原
料
に
と
毛
髪
を
献
納　

・
一
個
八
銭
の
腐
敗
コ
ロ
ッ
ケ
を
五
四
銭
で
売
っ
た
ヤ
ミ
業
者
に
懲
役
一
年
、
罰
金
一
万
円
の
判
決

・
尾
崎
秀
実　

ゾ
ル
ゲ
の
死
刑
執
行

・
ス
タ
ー
リ
ン　

日
本
を
「
侵
略
国
」
と
演
説

・
女
子
挺
身
隊
の
期
間
を
一
年
延
長

・
汪
兆
銘　

名
古
屋
で
死
去

・
梅
沢
博
士
ら
ペ
ニ
シ
リ
ン
完
成
を
発
表

・
熊
本
も
古
綿
回
収
開
始

・「
回
天
」
攻
撃
実
施
（
注
）

・
楽
器
生
産
停
止
命
令

・
競
馬
禁
止

・
Ｂ
29　

東
京
に
初
の
夜
間
レ
ー
ダ
ー
標
準
爆
撃　

被
害
約
九
〇
〇
〇
戸

・
国
民
学
校
初
等
科　

午
前
一
一
時
ま
で
に
帰
宅
し
て
空
襲
に
備
え
る

・
Ｂ
29
約
八
〇
機
で
東
京
初
空
襲

・
都
の
救
急
車
は
九
六
台

十
二
月

・
中
学
の
新
規
卒
予
定
者
の
勤
労
動
員
は
継
続

・「
巨
人
」
の
沢
村
栄
治
投
手
戦
死

・
七
〇
機
で
東
京
空
襲

・
官
庁
の
年
末
年
始
休
暇
廃
止　

官
庁
相
互
の
賀
状
挨
拶
全
廃

・
大
審
院　

統
制
法
令
で
土
地
売
買
契
約
が
不
安
定
に
な
る
場
合　

事
情
変
更
に
よ
る
解
除
を
認
め
る

　

判
決

・
東
海
大
地
震
と
津
波　

死
者
約
一
〇
〇
〇
人

・
約
四
割
に
当
た
る
七
三
〇
余
の
映
画
館
へ
の
フ
ィ
ル
ム
配
給
休
止
を
通
告

・
一
ヶ
年
の
死
者
発
表　

米
英
軍
三
〇
万
四
〇
〇
〇
余
人　

日
本
側
一
六
万
八
〇
〇
〇
人　

ど
こ
ま
で

　

信
用
で
き
る
数
字
か
疑
問　

・
レ
イ
テ
決
戦
放
棄

・
大
阪
、
名
古
屋
空
襲

・「
メ
リ
ー
Ｘ
マ
ス　

東
京
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
書
か
れ
た
焼
夷
弾　

茨
城
県
に
落
下

・
ラ
ジ
オ
連
続
講
座
で
「
爆
音
に
よ
る
敵
機
の
聞
き
分
け
方
」
放
送

・
天
理
ほ
ん
み
ち
の
大
西
愛
治
郎
に
不
敬
罪
な
ど
で
控
訴
審
無
期
懲
役
の
判
決

・
会
社
一
〇
九
社
が
軍
需
会
社
に
指
定
（
第
三
次
）
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こ
の
年
、
旧
制
中
学
は
五
年
制
か
ら
四
年
制
に
短
縮
さ
れ
、
私
た
ち
は
四
年
で
中
学
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
相
変
わ
ら
ず
授
業
は
碌
に
な
く
、
開
墾
や
農
家
の
援
助
に
あ
た
っ
た
。
す
べ
て
が
戦
争
一
色
で
埋
め
つ
く

さ
れ
、
女
性
は
頭
巾
に
モ
ン
ペ
姿
で
竹
槍
の
練
習
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
、
三
八
銃
を
か
つ
い
で
動
き
回
る
状

態
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
同
級
生
か
ら
海
軍
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）
と
し
て
入
隊
す
る
者
も
出
た
。
こ
れ
が
最
後
と
同
級

生
揃
っ
て
入
隊
記
念
に
撮
っ
た
写
真
が
今
も
手
元
に
残
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
若
さ
で
と
、
ひ
と
り
一
人
の
顔
が

蘇
っ
て
き
て
感
極
ま
る
。
生
き
延
び
た
罪
悪
感
の
よ
う
な
も
の
で
胸
が
詰
ま
る
。
予
想
通
り
誰
と
も
二
度
と
ま

み
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

今
振
り
返
っ
て
み
て
、
当
時
は
辛
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に
と
い
う
「
何

故
」
の
発
想
は
な
か
っ
た
。
戦
う
道
に
二
つ
な
し
と
い
う
歌
の
文
句
ど
お
り
、
お
国
の
た
め
で
当
然
と
受
け
止

め
て
い
た
。
戦
場
に
送
り
出
さ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
私
の
苦
労
は
何
で
も
な
い
で
は
な
い
か
、
と
ご
く
一
部

の
人
た
ち
を
除
け
ば
、
皆
そ
う
思
っ
て
い
た
と
思
う
。
戦
後
何
か
で
読
ん
だ
こ
と
だ
が
、
米
国
の
調
査
結
果
で
、

昭
和
十
九
年
中
に
敗
戦
を
予
想
し
て
い
た
人
は
せ
い
ぜ
い
一
割
だ
っ
た
。

　

戦
時
の
出
来
事
を
並
べ
て
い
く
と
、
戦
争
は
一
年
足
ら
ず
で
窮
地
に
追
い
つ
め
ら
れ
、
も
う
駄
目
だ
と
感
じ

て
当
然
だ
と
判
る
筈
な
の
に
、
必
勝
の
思
い
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
頑
固
な
洗
脳
を
受
け
続
け

て
い
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
戦
況
を
見
る
幼
さ
の
故
か
。
だ
か
ら
敗
戦
を
知
っ
た
時
の
驚
き
と
不
安
は
、
今
な

お
判
然
と
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
年
の
秋
、
私
た
ち
は
学
徒
動
員
で
故
郷
を
あ
と
に
し
た
。
私
た
ち
の
学
年
は
二
組
に
分
か
れ
、
一
組
は

山
口
県
徳
山
市
沖
の
大
津
島
に
あ
る
「
回
天
」
製
造
工
場
へ
向
っ
た
。
こ
こ
に
は
現
在
「
回
天
記
念
館
」
が
で

き
て
お
り
、
特
攻
隊
で
散
っ
た
人
た
ち
の
遺
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
私
た
ち
の
組
は
、
呉
海
軍
工
廠
の
大

だ
い
に
ゅ
う入
工
場
で
あ
っ
た
。
本
廠
は
呉
軍
港
に
あ
り
、
一
般
市
民

の
目
が
届
か
な
い
よ
う
道
路
海
側
に
は
延
々
と
高
い
塀
が
続
い
て
い
た
。
大
入
工
場
は
本
廠
か
ら
数
㎞
東
に
離

れ
た
人
家
の
な
い
海
辺
に
あ
り
、や
は
り
「
回
天
」
の
製
造
に
あ
た
っ
た
。
宿
舎
か
ら
徒
歩
で
通
っ
た
の
だ
が
、

生
ま
れ
て
初
め
て
の
団
体
生
活
で
、一
番
辛
か
っ
た
の
は
食
事
。
田
舎
の
我
が
家
で
不
平
を
言
っ
て
た
こ
と
が
、

実
に
些
細
な
こ
と
だ
っ
た
と
身
に
染
み
た
。
米
飯
と
は
名
ば
か
り
で
、
大
豆
、
さ
つ
ま
芋
な
ど
の
雑
穀
混
じ
り
、

た
ま
に
家
か
ら
送
っ
て
き
た
食
料
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
皆
で
小
躍
り
し
な
が
ら
分
け
合
っ
た
。

　

工
場
で
の
仕
事
は
、
鉄
板
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
る
と
か
、
鋲
を
打
ち
込
む
と
か
単
純
な
も
の
だ
っ
た
が
、

人
を
見
て
仕
事
を
振
り
分
け
る
感
じ
は
否
め
な
か
っ
た
。
何
に
し
て
も
終
始
正
装
し
た
海
軍
将
校
の
眼
が
光
っ

て
お
り
、
と
き
に
罵
声
が
飛
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
若
い
将
校
も
、
や
が
て
は
私
た
ち
が
製
造
に

か
か
わ
っ
た
潜
航
艇
に
乗
り
込
ん
で
出
撃
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。
人
も
ろ
と
も
に
敵
艦
に
ぶ
つ
か
る
兵
器
は
、

日
本
独
特
の
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
日
本
の
巡
洋
艦
「
高
尾
」
を
襲
っ
た
英
海
軍
は
す
で

に
使
用
し
て
い
た
と
後
年
に
な
っ
て
知
っ
た
。

　

工
場
が
休
み
の
日
に
は
家
に
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
あ
る
一
日
、
級
友
と
海
辺
の
道
を
駅
に
向
っ
て
歩
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い
た
時
、
突
然
ア
メ
リ
カ
軍
の
グ
ラ
マ
ン
機
が
低
空
飛
行
し
て
来
て
、
私
た
ち
を
狙
っ
て
機
関
銃
掃
射
を
始
め

た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で
、
命
か
ら
が
ら
近
く
の
樹
木
の
蔭
に
と
逃
げ
回
っ
て
事
な
き
を
得
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。
戦
争
は
軍
と
軍
と
が
戦
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
人ひ
と
け気
の
な
い
所
を
歩
い
て
い
る
少

年
を
襲
う
と
は
何
た
る
こ
と
か
と
憤ふ
ん
ま
ん懣
や
る
か
た
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
戦
争
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
直
し

た
。
も
っ
と
も
こ
の
年
六
月
に
は
す
で
に
北
九
州
が
襲
わ
れ
、
連
日
の
よ
う
に
空
爆
が
始
ま
る
の
だ
か
ら
何
の

不
思
議
も
な
か
っ
た
の
だ
が 

…
… 

。

　

こ
う
し
て
年
末
が
近
づ
く
こ
ろ
、
私
は
次
第
に
体
調
が
お
か
し
く
な
っ
た
。
激
し
い
咳
に
悩
ま
さ
れ
、
朝
は

汗
び
っ
し
ょ
り
で
目
覚
め
る
状
態
だ
っ
た
。
診
察
の
末
、
帰
郷
し
て
加
療
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
工
場
を
あ
と

に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
胸
を
や
ら
れ
て
い
て
し
ば
ら
く
通
院
生
活
を
送
っ
た
が
、
こ
の
年
同
じ
病
い
で
姉
も

祖
母
も
逝
き
、
五
年
間
の
う
ち
に
母
も
姉
二
人
を
喪
っ
た
。
何
れ
も
肺
結
核
で
あ
っ
た
。

　

荷
風
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
四
月
十
一
日
に
食
料
の
ヤ
ミ
値
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

　
　

一
、
白
米
一
升　
　

金
拾
円
也

　
　

一
、
す
る
め
一
枚　
　

金
一
円
也

　
　

一
、
酢
一
合　
　

金
一
円
也

　
　

一
、
沢
庵
一
本　
　

五
円
也

　
　

一
、
食し
ょ
く
パ
ン

麺
麭
一
斤　
　

金
弐
円
四
拾
銭
也

　
　

一
、
鶏
肉
一
羽　
　

金
弐
拾
五
円
也

　
　

一
、
醤
油
一
升　
　

金
拾
円
也

　
　

一
、
鶏
卵
一
個　
　

金
七
拾
銭
也

　
　

一
、
バ
タ
ー
一
斤　
　

金
弐
拾
円
也

　
　

一
、
砂
糖
一
貫
目　
　

金
百
弐
拾
円
也

　

鶏
肉
一
羽
と
か
、
砂
糖
一
貫
目
と
か
い
う
の
は
些
か
違
和
感
が
あ
る
が
、
ヤ
ミ
屋
の
扱
う
も
の
と
な
れ
ば
納

得
で
き
る
。

　

舌
鋒
鋭
く
世
の
流
れ
を
批
判
し
て
や
ま
な
か
っ
た
清
沢
洌
は
、
六
月
二
十
八
日
付
の
『
暗
黒
日
記
』
に
次
の

よ
う
に
書
い
た
。

　
“
国
際
関
係
研
究
会
で
「
戦
後
の
日
本
の
外
交
政
策
」
を
研
究
す
る
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
信
ず

べ
き
人
々
の
間
で
も
、「
日
本
が
も
し
敗
れ
た
な
ら
ば
」
と
い
う
前
提
の
下
に
は
何
人
も
話
さ
な
い
。
三
人
以

上
い
る
と
こ
ろ
で
話
し
た
こ
と
は
、
必
ず
憲
兵
隊
に
洩
れ
る
そ
う
だ
。 

…
… 

”

　　

本
土
空
襲
は
日
毎
に
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
東
京
は
前
後
一
〇
〇
回
に
も
上
る
爆
撃
で
焼
け
野
原
の
状
態

と
な
り
、
名
古
屋
、
大
阪
を
は
じ
め
一
〇
〇
を
数
え
る
市
町
な
ど
平
均
半
数
の
家
屋
が
灰
塵
に
帰
し
た
と
い
わ

れ
る
。
灯
り
が
外
に
も
れ
る
と
怒
鳴
ら
れ
る
激
し
い
灯
火
管
制
も
如
何
ほ
ど
の
益
が
あ
っ
た
の
か
。

　

食
料
の
み
な
ら
ず
、
生
活
用
品
に
し
て
も
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
逼
迫
し
て
お
り
、
マ
ッ
チ
に
困
っ
て
タ
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バ
コ
に
つ
け
る
火
も
レ
ン
ズ
を
使
う
と
い
う
話
を
耳
に
し
た
。
し
か
し
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん　

勝
つ
ま
で
は
」

が
合
言
葉
。
何
し
ろ
国
家
予
算
の
八
割
以
上
が
軍
事
費
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
生
活
の
様
も
察
し
が
つ
く

と
い
う
も
の
。

読
ま
れ
た
も
の　

刊
行

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』　

陸
軍
報
道
部
『
必
勝
国
民
読
本
』

松
村
秀
逸
『
宿
敵
米
英
を
撃
て
』　

竹
内
好
『
魯
迅
』　

谷
崎
潤
一
郎
『
細
雪
』　

三
島
由
紀
夫
『
花
ざ
か
り
の
森
』　

太
宰
治
『
津
軽
』　

獅
子
文
六
『
お
ば
あ
さ
ん
』　

中
村
汀
女
『
汀
女
句
集
』　

三
谷
隆
正
『
幸
福
論
』　
『
文
芸
』（
河
出
書
房
）

（
創
刊
）

『
日
本
文
学
者
』

映　

画
『
怒
り
の
海
』　
『
還
っ
て
来
た
男
』　
『
維
納
物
語
』　
『
一
番
美
し
く
』　
『
激
流
』　
『
陸
軍
』　

『
日
常
の
戦
ひ
』　
『
五
重
塔
』　
『
加
藤
隼
戦
闘
隊
』　
『
轟
沈
』　
『
敵
は
幾
万
あ
り
と
て
も
』　

『
雷
撃
隊
出
動
』　
『
君
こ
そ
次
の
荒
鷲
だ
』　
『
肉
弾
挺
身
隊
』　
『
神
風
は
吹
く
』　

『
あ
の
旗
を
撃
て
』

　

当
時
の
作
品
二
三
六
本
が
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
上
映
禁
止
・
焼
却
処
分
に
な
っ
て
い
る
。

歌
謡　

軍
歌

　
「
ラ
バ
ウ
ル
小
唄
」　
「
あ
あ
紅
の
血
は
燃
ゆ
る
」　
「
同
期
の
桜
」　
「
一
億
総
進
軍
の
歌
」

　
「
轟
沈
」　
「
勝
利
の
日
ま
で
」　
「
少
年
兵
を
送
る
歌
」　
「
突
撃
ラ
ッ
パ
鳴
り
渡
る
」

　
「
僕
は
空
へ
君
は
海
へ
」　
「
水
兵
さ
ん
」　
「
君
こ
そ
次
の
荒
鷲
だ
」　
「
予
科
練
」

落　

語

　
「
大
日
本
芸
能
会
」
傘
下
「
日
本
演
芸
協
会
」
発
足

演　

劇
俳
優
座
設
立
（
東
野
栄
治
郎
ら
）
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能
能
楽
師
協
会
設
立

物　

価

　

日
本
酒
一
級
一
二
円　

ビ
ー
ル
一
円
三
〇
銭　

ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
一
五
銭　

散
髪
七
五
銭　

　

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
四
〇
銭　

映
画
館
入
場
料
九
七
銭

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

一
月

・
ア
メ
リ
カ
週
刊
誌
『
タ
イ
ム
』
が
、
日
本
の
風
船
爆
弾
が
太
平
洋
を
越
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
タ

　

ナ
州
に
落
下
し
た
と
伝
え
る

・
東
京
簡
易
電
話
所
新
設

・
清
沢
洌
が
「
蛮
力
が
国
家
を
偉
大
に
す
る
考
え
を
捨
て
、
明
知
の
み
が
こ
の
国
を
救
う
も
の
で
あ
る

　

事
を
こ
の
国
民
が
覚
え
る
よ
う
に
…
…
」
と
国
の
将
来
を
案
じ
た
。

・
三
日　

大
阪
初
空
襲　

名
古
屋
、
東
京
も
続
く

・
所
得
税
率
引
き
上
げ

・
銀
の
供
用
で
富
山
、
長
野
、
岡
山
、
福
井
の
各
県
が
目
標
達
成

・
ア
メ
リ
カ
軍　

ル
ソ
ン
島
上
陸

・
回
天
攻
撃
隊　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
活
躍

・
東
海
大
地
震　

死
者
二
〇
〇
〇
余
人

・
十
六
日　

京
都
初
空
襲

・
十
九
日　

阪
神
地
区
空
襲


